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「戦争と平和J にあらわれた
ロシア・フリーメイスン

笠間啓治

00.問題提起

トルストイの小説 (BmfHa11 Ml1p) (1863-69)は、 1805-12年のロシア社会をめぐる歴史

的動乱を扱っていると同時に、このような歴史のうねりの中で生きたロシア・インテリゲ

ンチヤの精神的苦悩と魂の遍歴をテーマにしているD 小説の主人公TIbepは、煩間から脱け

出さんとして、その第一歩をフリーメイスンとしての活動の中に見出す。そして、フリー

メイスン結社の中で TIbepは精神的に大きく成長していく。この過程は、小説(BOHHa11 Ml1p) 

の重要な柱のーっとなっている。

また、 (BOHHa11 Ml1p)の舞台になっている 19世紀初頭のロシアはフリーメイスンの活動

のもっとも盛んな時期に当っていた。この時期のロシアを描写するには、フリーメイスン

の要素を抜きにしては考えられない。それは、風俗的流行という側面の他に、 18世紀以来

のロシア思想、の展開にとって一つの頂点を反映するものであった。啓示による直覚的な真

理探求という神秘思想、特有のこの傾向は、多くのまがいものを生んだにもかかわらず、当

時のロシア・インテリゲンチヤを強く魅惑した。その後のロシア思想の潮流においても、

フリーメイスンが落した思想的種子はやがてロシア独自の思潮へと展開していった。

以上の二つの意味において、小説 (BOHHa11 Ml1p)を論ずるに際しては、フリーメイスン

に関する考察は欠かせない要素であり、事実、作者トルストイはこの時期のロシア・フリー

メイスンの実態を把握せんとして、少なからざる努力を払い、小説における形象化の試み

になったと考えられる。ところが、今までの (BOHHa11 Ml1p)研究においては、フリーメイ

スンの要素はごく付属的な現象の如く取扱われる場合がほとんどであった。時には考察の

対象からまったく除外するということさえあった。また、前世紀以来、ロシア・フリーメ

イスンの史学的研究は書架に充満しているにもかかわらず、 19世紀初頭のロシア社会を舞

台にしている小説{BOHHa11 Ml1p}の考察では、主人公である TIbepの精神的成長というまっ

たくの個人的な枠内にフリーメイスンの要素を限定する傾向が強い。

以上のような欠落の補完のため最初になすべきは、小説 (Bo伽a11 Ml1p)の登場人物群の

中でどれがフリーメイスンであったかという客観的事実関係をまず明かにしておくことで

あろう。それは、風俗描写への指摘であると同時に、この小説の中に隠されたいわば思想

的底流を知るための前提的作業と言えるかもしれない。 19世紀初頭のロシア社会の実態を

明かにする上からも、また作者トルストイの創作意図を知るためにも、この小説における

フリーメイスン的側面の解明は不可欠な作業となるであろうし、またトルストイ主義と言

われている独自の思想の根元の解明にも繋ってくるであろう。
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なお、本論文においては、トルストイからの引用は、

ToλCTOH，凡H.floJuwe C06paHue CO'iUHeHul1 (J 90 mOMαx (10611JleHHoe 1131laHl1e)， M.-乃.，

1928-58. 

に依拠し、巻数をローマ数字で、ページ数をアラビア数字で示した(例:XII， 320)。また、

小説 {BOHHa11 Ml1p}については、時に応じ、小説の巻・章・節を T.2， 4. 3， XIの如く示

した。

。1.Ocun (l1ocuφ) AH且peeBUlJlia3且eeB
小説 {BOHHa11 Ml1p}では、主人公の口bepは妻の不貞をめぐって決闘騒ぎの末に自己嫌

悪に陥っているとき、旅の途中、 TOP)¥{OKの駅舎にて、一人の老人に声をかけられ、フリー

メイスンの理想を聞かされる (T.2，可.2， II)。こうして、日bepはこの老人の人格に魅了さ

れ、急速にフリーメイスンに傾斜していく。この時の老人を紹介して、トルストイは、

6a31leeB 6bIJl 01lHI1M 113 113BeCTHeH山I1X MaCOHOB 11 MapTI1HI1CTOB ew.e HOBI1KOBCKOro 
BpeMeHI1. (X， 72) 

と書いている。この人物が OCl1nAHllpee8114 f103llee8 (口a3及ee8) 0742-1820)(1)をモデル

にしていることは、研究者が例外なく認めるところであり (2)、事実、トルストイは初期の構

想、の一つで、仮定の名前ではなくて、実在の O.A.口03llee8を出している。

Pierre npl1XOlll1T K f1a3λee8y.日a31leeBCTporo y411T ero一一…rp冗3Ha兄 KBapTl1pa.

とあって、口bepの方から O.A.口031leeBのところへ赴き、フリーメイスンに関して教えを

仰ぐことになっている (XIII，23 -24) 0 後に、この部分を形象化するに当って、I1BaH

HI1KI1T附 HapbIMOBという架空の名前を用いたり (XIII，643)、たんに CTapl1Kと書いて、別

のシチュエーションにおいては両者が出会う場面を試みたりしている問。そして、決定稿に

至って、 O.A.6a31leeBとなったのであるが、これが O.A.日031lee8という史上有名なフリー

メイスンであることは、特別の注釈を施さずともこの小説の発表当時 (1868年)のロシア

の読者には上記のような僅かな説明だけで十分了解されたはずである。だが、それから 130

年後の今日の読者には、とくに日本の読者には、この固有名詞 O.A.日031leeBはたんに登場

人物の一人を指示するだけのものにすぎず、この名前から実在の人物の思想、や経歴を悟る

ことは、まずありえないと言い切ってよいかもしれない。換言すれば、 19世紀初めのロシ

ア社会において隠然たる権威を保持していたこのフリーメイスンの長老は、 20世紀末の日

本の読者には、もはやその実態の把握が不可能であり、その氏名さえ何の内容も含まない

まったくの記号に等しいものになっているのである。しかし、少なくともトルストイがこ

の小説を執筆した 19世紀60年代は、この O.A.日03脱出を含めてロシア・フリーメイスン

への関心が高まりつつある時期であった。したがって、 H.I1.HOBI1KOBを初めとする 18世紀

以来のフリーメイスンとの表現でその実態を伝えることができたし、この部分で用いられ

ている MapT即日CTだけで、これらの説明は可能で、あった。ロシアにおける MapTI1HI1CTという

テーマの論議は別の機会に譲るが、ここでトルストイが提示している MapTI1HI1CTとは 18世

紀以来のロシア・ローゼンクロイツェルに他ならないことをまず強調しておかねばならな

い。それは 18世紀初年代にドイツからロシアのフリーメイスンへもたらされたきわめて

-42 



『戦争と平和』にあらわれたロシア・フリーメイスン

特異な中世神秘思想、であり、その継承者 H.I1.HOBI1KOBによって独自の展開をとげ、ロシ

ア・ローゼンクロツェルの伝統となる。中世が生んだこの形而上学的思考方法は、 18世紀

ロシア思想界を席巻したと言っても過言ではない。というより、まつたくの無菌状態のロ

シアにて異常繁殖したと表現してもよいだろうデ{付川4め)

その後、 1794年、 EKaTepl1HaIIによってフリーメイスンの活動が禁止され、中心人物H.

11. HOBI1KOBが逮捕・監禁されたけれども、その血統は脈々として生き続けて、 19世紀を迎

えたのであった。もっとも、 H.I1.HOBI1KOBは田舎に引退し、新しい世代のフリーメイスン

活動には直接参与せず(5)、19世紀初頭のフリーメイスン再興期を迎えたとき、ローゼンク

ロイツェル系フリーメイスンの長老として活動の中心に座ったのがO.A.llo311eeBであっ

た。とりわけ、モスクワではローゼンクロイツェルの伝統は濃厚に保持された。その中に

あってO.A.口0311eeBはもっとも権威ある存在となり、 C聞 TOHと呼ばれるほどであったと
いう (6)。

llbepが加入したのは以上のような性格のフリーメイスン結社であったことを、まず強調

しておかねばならない。この頃からようやく普及してきたプランス系のリベラルなそれで

はなかった。新しい世紀のフリーメイスンの動き全体からすれば、ある意味ではかなり特

異な一派であったと言ってよいだろう。作者トルストイはあえてこのような特殊なシュ

チュエーションを選択的に取り出してきているわけである。このような特殊ともいえる側

面だけをもっぱら描写の対象にしたということは、ロシア・フリーメイスンの真髄がロー

ゼンクロイツェルの人たちにおいてもっとも典型的に具体化されていると、トルストイ自

身考えていたことを物語っている。後述するように、トルストイは 19世紀初頭の現実のう

ちの多くの部分を削除することによって、自分の姿勢を間接的に鮮明化し、自分との思想

的共鳴を示さんとしたのであった。

なお、小説では、I1.A.6a311eeBはナポレオン戦争以前に、つまり 1812年よりも前に死去
していて、 llbepはこの恩師の邸に残る遺産(フリーメイスン関係の道具や書類)を管理す

ることになっているo そして、この邸においてフランス軍を迎える (T.3， 4. 3， XXVII-

XXIX)。だが、 O.A.6a311eeBのモデルである実際の O.A.口0311eeBはこの時点、ではいまだ

生存しており、 BOJlorllaの自分の領地にて生活していた口死去したのは、ナポレオン戦争よ

りはるか後、 1820年であった。

また、小説ではO.A.6a311eeBの邸は llaTpl1ap山町 npyllblの畔り、つまり、モスクワの中

心である。これに対し実際の O.A.llo311eeBが住んでいたのはモスクワの北のはずれ、

KpaCHble npy llblの近くであった(7)。いずれも水の近くであり、何らかの寓意が隠されてい

るようである。

02. nbep (neTp 1{印刷JIOBHQEe3yxoB伯爵)

フリーメイスンとしての llbepのモデルに関しては、すでに別の論文にて詳述したの

で(1)、繰り返さない。ここではただ若干の注釈を補充するにとどめる。

1806年に llbepはペテルプルグにおいて λO氷al111J，yuJ，l1x MaHHblに加入したとされてい

る (X，296) 0 しかし、このJ1o)j{aが創設されたのは、それよりも 10年以上も後、 1817年
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のことであり、しかもペテルプルグではなくモスクワにおいてであった(2)。また、 JIO)l{a

ACTpeη との対立に触れているが(X，296)、こういったフリーメイスン組織の分裂は 1811

年ではなく、 1816年であり、いずれも周知の事実であった。トルストイの虚構はいずれも

事実からほど遠いと言わざるをえない。作者によるこのような誤記は、不注意と言うより

も、むしろ一種の斡晦と考えられるo当初の案によれば、 nbepが加入したのは λo)l{aCeBep-

Horo CHHHI1Hとなっているが(3)、この名称もまたペテルプルグには存在しない。当時のフ

リーメイスンが思想的に依拠するところが多大であった神秘思想家の JacobBoehmeの

主作品 {Aurora}の題名の露訳 ceBepHoeCHHHl1eにヒントを得たのではないであろうか。

ちなみに、 1817年創立の JIO)l{aCeBepHoti 3Be3JlblというのがBOJIorJlaにあったが(ぺ O.A.

日03JleeBの領地もこの BOJIorJlaであって、ここに住んで、いたこととも関連しているかもし

れない。

ちなみに、小説の題名 {BotiHa11 MHp}のMl1pが、「平和」の意味であるか、「現世」の意

味であるかについて諸説あることは、よく知られているところだが、後者の仏訳の一つに

l'universがあり、それは日bepのフリーメイスン的世界を示すとの解釈がなされているこ

とを指摘しておきたい(5)。

03. AH且pe晶公爵(KH冗3bAH且peuHUKO~aeBUq DO~KOHCK目前)

小説のもう一人の主人公AHJlpeti公爵については、フリーメイスンであるとの直接的な

指示は何もない。しかし、トルストイがこの AHJlpeti公爵をフリーメイスン結社に結びつけ

ていたと思われる証拠がいくつか存在している。たとえば、未定稿にそれをうかがわせる

語句が発見される。構想の段階で、

K [HH3b] A [HJlpeti] B JIO)l{e， pe可b'

K [HH3b] A [HJlpeti]……OH 6116λeticKOMY 06w.eCTBY npl1HaJlJIe)l{I1T. (XIII， 23) 

とあり、また、

JlO)l{a， r江eK[問 3b]A [HJlpeti] l1w.eT I1JIIDMI1HaTCTBO. (XIII， 24) 

との構想、があったし、 nbepの紹介でAHJlpeti公爵がフリーメイスンに入るとの設定も試み

られた (XIII，704~705) 。また、

日OCJIeJlHee3aCeJlaHl1e， BMeCTe C AHJlpeeM， llloT JIaHJlCKoti CTOλOBOti JIO)l{I1， Y品 16KaKHH3兄

AHJlpe河口pl106PHJlHbIX CJIOBaX 3aKpbITI1H...... (XIII， 799) 

といったシチュエーションも構想され、そこでは AHJlpeti公爵がフリーメイスンの会合に

出席している。このように、 AHJlpeti公爵がフリーメイスンに属していたとのシュゼットが

用意されていたのであるが、最終稿ではこれらの部分はしユずれも具体化しなかった。しか

し、AHJlpeti公爵がフリーメイスンであるとの性格付けは小説の底流において残ったと考え

てよい。たとえば、この設定は最終稿の次のような状況と繋っている oAHJlpeti公爵が日bep

に向かつて、

一-MHe HaJlO， MHe HaJlO nOrOBOpl1Tb C T060ti， - TbI 3Hae山bHaWI1 )問問menep可aTKH(OH 

rOBOpl1JI 0 Tex MaCOHCKHX nep4aTKax， KOTopble JlaBaJII1Cb BHOBb 1136paHHoMY 6paTY Jlλ兄

BPY4eHI侃 J旧611MOti)1{ eH山I1He).日……HoHeT，只 nocλenOrOBOpI-O C T060ti. (X， 217) 
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と言う oここで二人は MaCOHCKHenep可aTKHについて語る。二人は HaLlIHであり、お互い 6paT

である、つまり共にフリーメイスンであるとの設定が行われているわけである。したがっ

て、口bepがフリーメイスンとなった後、AHllpeH公爵の領地を訪問したときの有名な議論も

(T. 2， lJム XI-XII)、二人が同じ理想、を共有する同志であるとの前提の下での論争である

ことを知っておかねばならない。たとえば、 Helder(l)の名が出てくるが、それはフリーメ

イスンとしてのそれであることは明かであるo

このように、構想の段階で作者は AHllpeH公爵をフリーメイスンと設定していたのであ

ろうが、後にその設定を撤回しようとしたものの、フリーメイスンの痕跡は各所に残った

と解釈できるであろう。 AJλle臼KcaHll却pl1BaHoB聞[1l可~ MHxa品礼恥‘JlO

AHll明llpeH公爵のモデルに上げる研究者がいる炉(ヘたしかに両者は共通点点、を有しており仏、アウ

ステリツツの戦いでも、 60POlll1HOの戦いでも、 M.11.KYTY30B総司令官の副官として A.l1.

MHXaHJlOBCK凶-llaHHJleBCKHHは参加しており、自分の目で見たこれらの戦闘の経過を史書と

してまとめ問、トルストイもそれらを利用したとされている (XVI，142) 0 ところが、小説

には、 M.l1.KyTY30B将軍の幕僚の登場があまたあるが、この A.l1.MHXaHJIOBCKHH-

llaHHJIeBCKHHの名前は出てこない。すなわち、この人物が小説の登場人物の一人のモデルと

なったことの傍証となる。ナポレオン戦争後、ロシア軍がパリに入城した際、この人は H.

11. TypreHeBとともにフリーメイスンに加入したと言われる(九 AHllpeH公爵の形象化に際

して、トルストイはそういった知識に影響を受けたと考えてよいであろう。

04.老公爵(KHH3bHHKOJIa品EOJIKOHCKH曲)

AHllpeH公爵の父親は、前世紀に皇帝の忠、避にあって、領地に引退し、かなり偏屈な老人

ということになっている。だが、かつては A.CYBOPOB将軍の下で勇猛をもって鳴らした人

物であり、後述する M.l1.KyTY30B将軍とは古い戦友であった。これらの将軍がいずれもフ

リーメイスンであることを(1)まず指摘しておきたい。 A.CYBOPOB将軍の指樺の下にロシア

軍が外征した際に、 60JIKOHCKHH老公爵もまた、外国にてフリーメイスンになったとの設定

がなされているのではないだろうか。そのように考えてくると、 AHllpeH公爵がこの父親

60JIKOHCKHH老公爵の推薦状をもってオーストリー遠征ロシア軍総司令官の M.l1.KYTY30B 

将軍の前に出たとき、将軍の喜びょうは尋常ではなく、他の副官たちとは別扱いしている

(T. 1，可.2， III)。最初から絶対的な信頼を示しているのは、古い戦友の子息であるという

事情からであろうが、たんにそれだけではないだろう。精神的な共通項を持つ者に特有の

絶大なる信頼感が先行している。

1810年、 60JIKOHCKHH老公爵はモスクワに出てきて、自分の名の日(聖ニコラ祭)のお祝

いに客を招待する。名士である老公爵の邸にはモスクワの政官界の有力者が押し寄せたが、

老公爵はそういった世俗の有名人たちを排斥して、 6名だけを正餐に招くことにした (X，

303)。すなわち、モスクワ総督の φ.8.PaCTon弔問伯爵、J1onyXI1Hとその甥、かつての戦友

の4aTpOB将軍、そして日bepと60PHCである。 φ.8.POCTOnlJHH伯爵については後述するこ

ととし、刀onyx聞とあるのは、 8.11.J10nyxHHと考えられており (XII，458)、前世紀から

のフリーメイスンの有力者であったことに注目したい(後述)。そして、既述のように、nbep
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は数年前にフリーメイスンに加わっており、この方面では活発な運動を行っていた。また、

その Obepの推薦によって、6opl1c，Upy6eUKol1はその少し前にフリーメイスン結社に加わっ

ている (X，180) 0 4aTpoB将軍というのは不明だが、老公爵と共に A.CYBOPOB将軍の下で

CTapbll1 6oeBol1 TOBapl1山であり、そういう意味ではまた 18世紀以来のフリーメイスンであ

るとの設定が隠されているとも考えられる。

φ.8. POCTOnYI1H伯爵を除き客人がフリーメイスンであり、老公爵の強い意向によって招

かれたことになっている。 60JlKOHCKI111老公爵としては、心おきなく語り合えるのは、そう

いった共通の理想、を抱いている同志だけであったとの設定と考えるべきであろう O

05. HBaH BJIa且HMHPOBHQJlonyxHH( 1756-1816) 

60JlKOHCKI111老公爵の名の日の祝いに招かれた 6名の客の一人に JIonYXI1Hの名前が現わ

れる。ロシア貴族でJIonYXI1Hbl公爵家といえば、名家で知られていて、数多くの人材がロシ

ア史に出てくる。だが、ここの JIonyxl1Hは爵位を有せず、おそらく 11.8.JIonyxl1Hであろ

うと考えられている (XII，458)。この人物が 18世紀末において H.l1.HOBI1KOBにつらなる

ローゼンクロイツェル系フリーメイスンの有力者であることは、あらためて紹介するまで

もないだろう。たとえば、ロシア人物事典はこの人物に 33ページを捧げるといった破格の

扱いをなしていることを指摘しておこう(1)。つまり、ロシア史を飾る最重要人物の一人と見

ているわけで、このような意味で、 JIonyx附という固有名詞から以上の知識を連想するよ

うトルストイは求めていると言えよう。したがって、トルストイがこの著名のフリーメイ

スンをわざわざ登場させているのは何故か、この点の問題提起を従来のトルストイ研究者

がなしていないのは、奇怪と言わざるをえない。また、それに対する明確な回答を出すこ

とが、今後の {8011Ha11 Ml1p}研究の課題となるであろう。

小説の中でこの人物の名前が出現するのは、この場面だけであり、しかも何一つ発言し

ないまま、視界から去っていく。現代のわが国のほとんどの読者はこの固有名詞に注意を

払うこともなく、物語の展開を追いかけるであろう O しかし、トルストイはこの何気ない

叙述によって読者に多くのことを要求していると言わざるをえない。というのは、トルス

トイが小説 {8011Ha11 Ml1p}の執筆にかかる少し前 (1860年)に、この 11.8.JIonyxl1Hの手

記(2)が発表され、ロシアの知的分野での大きな話題となっていたからである。そして、ト

ルストイも小説の執筆に当ってこのフリーメイスン 11.8.JIonyxl1Hの手記を利用したとさ

れている (XVI，142)。また、この人物にはフリーメイスン関係の著述がまことに多く (3)、

それらは PYMHHueB博物館などで閲覧できたはずである。また、この人が残したノートや書

簡もそこには保管されており、おそらく、トルストイが目を通した可能性は高いと言わね

ばならない。これらのことから想像するに、この人物の名前をここにわざわざ取り出して

きているのは、この 60JlKOHCKI111老公爵が11.8.乃onyx附と思想的に深くかかわっているこ

とを示すためであり、また、同じく老公爵がローゼンクロイツェルの一人であることを暗

示していると言えるかもしれない口

この小説で、 11.8.乃onyxl1Hは単なるエピソード的に扱われているが、この人が著作にて

強調している BHyTpeHHHHuepKOBb (innern Kirche) という考え方、あるいは生き方は、そ
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の後のトルストイの思想に大きな影響を与えていることを指摘しておかねばならない。そ

の著述を一瞥しただけで、トルストイの宗教思想との相関を認めざるをえないし、トルス

トイ晩年における正教会との対決の姿勢とも深くかかわっていることもまた納得できるで

あろう。フリーメイスンというのは一種のトルストイ主義だとの主張が後の文学史家に

よってなされていることを指摘しておきたい(針。今日のフリーメイスンは、時にはトルスト

イをその一員に算入するが(5)、こういった思想的背景によるものと思われる。

06. MOJlO且0曲目OJlbCKH繭rpaφBHJlJlapCKH曲

小説 (BOHHa11 Ml1p)では、旅の途中、fIbepがI1.A.6a31leeBよりフリーメイスンの理想、

を知らされた後、ペテルプルグに戻ると、一人の若いポーランド人の来訪を受け、この人

物に導かれて、フリーメイスン結社に加入する (TムY.2， III)。その人の名前が、B川J1apCKI1H
伯爵となっている。 Ml1xal1JIlOpbeBI1Y Bl1eJlbrOpCKI1H伯爵(1788-1856)(1)がそのモデルであ

ることは、どのトルストイ研究者も認めるところである。と言うよりもむしろ、作者のト

ルストイの方が、読者にこの実在の人物の氏名をj思い出させようとして、登場人物の姓を

実際と酷似の BI1JIJlapCKI1Hに設定したのだと考えるべきであろう。

M.lO. Bl1eJIbropcK凶伯爵については、既に多くのことが明らかにされているo だが、そ

の経歴のほとんどは、サロン主宰者・音楽家・芸術パトロンといった後年の活動に重点が

おかれている。けれども、ロシア・フリーメイスンの歴史をひもどくとき、禁止令が出る

までの 19世紀初頭のフリーメイスンの活動において、この人物の名は逸するわけにはいか

ないことを、ここで強調しておかねばならない。フリーメイスン活動家であった若き日の

M.lO. Bl1eJlbrOpCKI1H伯爵を、トルストイは感慨をもって回想していたはずで、ある。

ロシア・フリーメイスンの歴史において、 M.lO.Bl1eJlbropCKI1H伯爵の足跡はきわめて大

きい。既述の O.A.Il031leeBの絶大な信頼を受けて、その直接の指導の下、 19世紀10年代

に、ローゼンクロイツェル系フリーメイスン組織の展開のため、精力的な活動を行い、彼

を中心にして、この系統の組織が急速に拡大していった。この人物は C.C.J1aHcKoHと共に

19世紀初頭のフリーメイスンの星であった(2)。たとえば、 1810年には、ペテルプルグの

JIO)l{ a IlaJIeCTI1HbI を主宰し(3)、翌年、ローゼ、ンクロイツェル系フリーメイスン組織を統合す

るLLl1peKTOpl1aJIbH加 JIO)l{aBJlalll1Ml1pa K Ilop5wKYが結成されるや、 C.C.J1aHcKoHと並んで、

ここの中心に立って活動した(ヘ

小説 (BOHHa11 Ml1p)では、この人物に対してトルストイはかならずしも肯定的な評価を

与えていないし、どちらかと言えば、批判的に、時には榔撒的に描写しているようにも思

える。だが、実際の M.lO.Bl1eJIbropCKI1H伯爵は、その附rKI1HxapaKTepともからんで、そ

の人格的な魅力によって多くの人々を惹き付け(5)、口一ゼンクロイツェル系フリーメイス

ン組織の代表者となったのも偶然ではない。地方のロッジでこの人を名誉代表に仰ぐと

いった例(6)を知るとき、この人物の魅力は披々ならぬものであったと言わざるをえない。

ちなみに、小説の BI1JIJIapCKI1Hのモデルは、 M.lO.Bl1eJIbrOpCKI1H伯爵の父親で、同じくフ

リーメイスンであったlOpl1HMI1XaHJIOBI1可 BI1eJIbrOpCKI1I1伯爵(1753-1808)だとする見解

がある(7)。しかし、小説の設定では、 MOJI01l0Hno品 CKI1Hrpa中(X，73)ということになって
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おり、口bepのフリーメイスン入会の時点(1806年)ではこの人は 53歳であり、とうてい

「若しりとは言えず、今の場合のモデルにするわけにはいかないだろう。

07.総司令官I{YTY30B将軍

(CBHTJIe曲凹M員 KHH3bMHXaHJI HJIJIapHOHOBHq 

IOJIYHHmeB圃I{YTY30B・CMOJIeHCKH曲)(1745-1813)

小説 {BoHHa11 MHp}のBOHHaの部分の主人公を MJ1.KYTY30B将軍とすることには、異

論はないであろう。 M.11.KyTY30B将軍がもっぱら BOHHaの中でだけ登場し、しかもトルス

トイの全面的な肯定を背景にしてロシア国民の救済のヒーローとして描かれている。 1805

年には、ロシア軍総司令官 M.11.KYTY30B将軍の姿は小説の前半のハイライトをなしてい

るし、後半においても、 1812年のナポレオンのロシア侵入に際しては、ロシア軍を率いて

ナポレオンと死闘を展開し、その後、モスクワ放棄、そして反攻、フランス軍の壊滅といっ

た展開は、読者に息をつかせない。そこにはロシアの民族的高揚を体現した(とトルスト

イは主張する)M.11. KyTY30B将軍がつねに控えているo読者はそういった武将としての M.

11. KYTY30B将軍を知ることがあっても、実は前世紀からの熱心なフリーメイスンであった

という事実には目を向けようともしない。

18世紀末に A.CYBOPOB将軍に率いられてドイツの地にあったときに、 M.11.KYTY30B将

軍はフリーメイスンになり、その後、各地の JIo)j{aに迎えられ、高位にまで進んだ、という(1)。

もちろんローゼンクロイツェル系統のそれであって、その意味では、この小説に描かれて

いる思想的指導者 O.A.日031LeeBにつながる新しい世代のローゼンクロイツェル系フリー

メイスンたちとも、相通ずるものを持っていたと言える O

たとえば、口bepはM.11.KYTY30B将軍とも知り合いであったことになっているが、それ

を示す具体的な状況は提示されていないし、説明もなく、突然、 60P01LHHOの戦いの前夜、

観戦に来た文官服の nbepを認めるや、 M.11.KYTY30B将軍はきわめて好意的な応対をして

いる (T.3， 4. 2， XX， XXII)。たんなる好奇心の強い有力者としてではなくて、フリーメ

イスンの活動家としての nbepを迎えていると解釈すべきであろう。

08. MHXaHJI MHxa曲JIOBHqCnepaHcKH画伯爵(1772-1839) 

小説では、 AH1LpeH公爵がB.K04y6eH伯爵を訪れた際に、そこで初めて M.M.CnepaHcKHH 

伯爵に会い(T.2， ll. 3， XVIII)、強く惹き付けられるものを感ずる。後に、 M.M.Cn印刷CKHH

の私邸での内輪の集りに AH1LpeH公爵も招かれ、ロシア改革について議論を交わし、ますま

すその魅力に引き込まれる (T.2，可.3，IV -VI)o トルストイは、その模様を子細に描写し

ているが、この時期のロシアの園内政治を実質的に動かしていたこの人物を取り上げるこ

とによって、 Ml1pの時期のヒーローを指摘しようとしていたとも言えるであろう oこの時期

のもう一人のヒーローA.A.ApaK4eeBには、それが軍事関係の責任者であることもあって、

トルストイは反対にまったく否定的に扱っている (T.2， 4. 3， IV)。

この時期の M.M.CnepaHcKHH伯爵は AJIeKCaH1LP1の絶大なる信任を得て、ロシア近代化
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のための法制整備の中心的人物であったことは、すべての史書の指摘するところである(九

と同時に、ロシア・フリーメイスンの歴史において、この時期の M.M.CnepaHCKHH伯爵は

きわめて大きな役割を果たしていたこともまた指摘しておかねばならない。すなわち、1810

年には、自らのロッジを設立し、その理論的基盤として、ドイツより Johann von Boeber 

という高位のローゼンクロイツェルを招き寄せ、この方面できわめて熱心な活動を開始し

ていたことが知られている問。そういったことが誘因となり、イルミナティとの噂がもっぱ

らとなり、やがて (1812年3月)A尻町aHAP1に忌避され、シベリアへ流されたのであった

(もっとも、戦後、再び中央政界に復帰する)。こういった事情については、トルストイは

知らないはずはないのであるが、小説にはまったく反映されていない。ここに作者の作意

を指摘しないわけにはいかない。つまり、 M.M.CnepaHCKHH失脚のドラマは、小説{BOHHa

H MHp}の時間的範囲の内で生起した政治的重大事件であったにもかかわらず、トルストイ

はそれについては完全無視の姿勢をつらぬいており、歴史小説としては奇異の感を抑える

ことができなし」

この M.M.CnepaHCKHH伯爵に付き添って、政府の公式の活動においても、フリーメイス

ン関係の活動でも、その片腕になっていたのが、 MHXaHJIJ1eoHTbe8附 MarHHUKHH(1778-

1855)であった。とりわけ、聖書協会での活動はよく知られている(九この人も M.M.

CnepaHCKHH伯爵の失脚に伴って追放されるのであるが、この間の事情についてはトルスト

イは十分に心得ていて、小説の中でもつねに M.M.CnepaHcKHH伯爵と共に登場してきてい

る。だが、さほど大きな存在としては形象化していない。この時期のフリーメイスンの実

態を明らかにせんとすれば、 M.J1.MarHHUKHHの動きを逸するわけにはいかないのだが、こ

こでもトルストイは M.J1.MarHHUKHHを故意に軽く描写していると言わざるをえない。

後に、 AHApeH公爵はこれらの人物たちと自分との心理的な距離を感じ始め、彼らの人格

に対して一種の不信感を抑えることができなくなっている。それがいかなる理由によるか

は説明されていないけれども、政治的にも、またフリーメイスンの活動においても、理念

によって生きる人たちへの本能的な嫌悪につながっていたと解釈できるであろう。自分が

構築した領域が最高であると信じ込み、その枠の外での人間の動きに無関心な姿勢は、理

想を求める人たちが陥り易い側面だが、そういったことがAHApeH公爵の本能的な嫌悪感

を誘発したと考えられるo 政府高官M.M.CnepaHcKHH伯爵に限ったものではなく、フリー

メイスンたち全般への嫌悪感へと拡大していることを指摘しておきたい。AHApeH公爵は自

分がフリーメイスンであった(あるいはフリーメイスンである)が故に、その実感は根強

いものであったとしなければならない。それは、 BHJIJIapCKHH伯爵に対しても同様で、トル

ストイのフリーメイスン観としてもこの点の指摘は重要であろう。

09. AJleKCaH且PllMHTpHeBHt.I 6aJlaWoB( 1770-1837) 

実在の人物で {BOHHaH MHp}に数多く登場する一人に、時の轡察大臣A.1l.6aJIa山08が

いるo この人物は、 AJIeKCaHAP1の寵臣として、もっぱら治安関係の要職にあった(1)。すな

わち、 1804-07年にはモスクワ響視総監、 1809-10年にはペテルブ浄ルグ総督を勤め、 1810

年に響察大臣に就任した。この A.1l.6aJIa山08がナポレオンのロシア侵入の第一報を、他の

-49-



笠間啓治

重臣の耳を通り越して、直接皇帝の元に届ける。そして、ロシアに侵入したナポレオンの

陣営を、使者として、訪れる。それらの有様は、小説ではかなり丹念に描写されていて (T.3， 

可.1， III -VII)、彼に対する AJIeKCaHJlP1の信任がいかに大きかったかを示している。

この A.ll.6aJIa山08がフリーメイスンであったことは多くの人によって確認されてい

る。ペテルブ'ルグの JIO:iKaAmis Reunisにおいては、かなりの高位にあった(2)。そして、

警察大臣に就任するや、フリーメイスン組織に属する官吏を数多く手元に集め、集会での

模様を定期的に報告させていたという(九

ここで断っておかねばならないが、この当時のロシアにおいては、フリーメイスンであ

ることはけっして秘密事項ではなかった。フリーメイスンの集会での議事録や出席者の名

簿は、当局に報告するのが慣例になっていた。したがって、今の場合、 A.1l.6aJIa山08警察

大臣がフリーメイスンの集りに出席したとしても奇妙なことではなかったのである。たと

えば、後に HI1KOJIaH1の下で疎腕を振るった φ.6eHKeHJlOpゆなども、小説では言及されてい

ないが、熱心なフリーメイスンであり (4)、そういったことは当時においてはまったくありき

たりの現象であった。当局が目を光らせていたのは、王政打倒を公言していたイルミナティ

と呼ばれる組織が浸透することであって、そういった嫌疑の人物の政治行動が問題にされ、

それがフリーメイスンと深く関わっているとの理由で、やがて(1822年)禁止令となるの

であるが、その場合でも、フリーメイスンたちの純粋の理論的討議は一部の人たちによっ

て続けられていた。

AJIeKCaHJlP 1治下では、フリーメイスンの集会は一種の社交サロンの機能を果たしている

場合が多く、トルストイはそういった社交的なフリーメイスンについてはほとんど無視し、

わずかに 60pI1cllpy6eUKoHの描写にその一端をしのばせるにとどまっている O トルストイ

はこの当時のフリーメイスンの動きについてかなりの取捨選択を行っていると言わざるを

えない。 A.1l.6aJIa山08についても、トルストイはフリーメイスンの側面を完全に削除し、

AJIeKCaHJlP 1の寵臣としての活動だけを追っている。そこには、トルストイが保持していた

フリーメイスン観の特徴が色濃く反映している。自分の価値観の基準に入ってこない場合

には、フリーメイスンの要素を故意に切り捨てているのである。

10. A且aM4apTopbI曲CI{H曲 (Czartoryski)公爵(1770ー1861) 

ポーランド貴族として、 AHJlpeH公爵の言葉によれば、

3TO OJlI1H 113 CaMbIX 3aMeyaTeJIbHeHUII1X， HO Henpl1兄THeH山I1XMHe JII{)JleH. (IX， 306) 

であって、彼の憎悪の的になっている。この科白には裏があって、この人物が皇后 EJII13a-

8eTa AJIeKCee8Haの愛人であったことは、周知の事実であった(1)。そういった外国人がロシ

ア民族の運命を決定することに AHJlpeH公爵の愛国心が素朴な意味での反発を覚えている

のも当然であろう。興味があるのは、小説の中にこの人物が登場するとはいえ一言も科白

を発しないし、とりたててその行動の描写があるわけでもない。政治的に見れば、 AλeK-

caHJlP 1の信任篤き重臣であるこの A.4apTopbIHCKI1H公爵の動きは、この時期のロシア国内

政治においてきわめて重要で、この人物が小説の中で大きな対象となっていても不思議で

はない。しかし、この氏名を見たとき、ロシア人の心理の中に微妙な波紋を呼び起こさず
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にはおかなかった。ず、っと後(1830年)になって、ポーランド蜂起に際し、国民政府首班

に祭り上げられ、反露運動の先頭にあったという事実は、小説{BoHHaH MHp}の発表当時、

ロシア人にとってまだ記憶に新しいところであった。AlIeKcaHllP1の下でのロシア宮廷の複

雑さを示すには格好の人物であるのだが、 トルストイはあえてたんなる点景にとどめてい

るのは、そういった感情のなせるわざであった言える。

この時期の側近委員会 (HerJlaCHbl品KOMHTeT)のメンバー 4人の中で3人 (A.4apTopbIHC・

KHH， S.口.Koyy缶詰， H.H. HOBOCHJlbueB)がフリーメイスンであったというが(2)、トルスト

イがこうした要素を掛酌した形跡はまったくないのは興味深い。ただ、 BHKTOp naBJlOBHY 

Koyy6eH (1768 -1834)だけは、 AHllpeH公爵との懇意な関係が描写されている (T.2，可.3，

V)。そこでもs.n.Koyy6eHはフリーメイスンとしてではなく、皇帝の側近としての活動だ

けが取り上げられている。事実、フリーメイスンとしての B.n.Koyy6eHの活動はほとんど

知られておらず、政府当局の代表者としての顔の方だけがもっぱら後世に印象づけている。

トルストイもまたその方向にしたがってこの人物を形象化していると言ってよいであろ

う。また、外相担当の H.H.HOBOCHJlbl~eB 伯爵についても同様で、小説の中にはその氏名が

わずかに出現するだ付で (X，159)、今の場合の論議の対象にはならないであろう。

11.皐帝AJIeKCaH且pnaBJIOBU1.J( 1777-1825) 

AJlJleKCaHllP 1皇帝がフリーメイスンであったかどうか、いろいろと議論の余地のあると

ころで、公式の正史はまったくふれてはいないが、完全な肯定を与える研究者もいて、一

説では、フリーメイスンの最高位を得ていたともされている(1)。いずれにせよナポレオン戦

争の後のことで、小説 {BoHHaH MHp}の場面にはかかわりはない。だが、 AJleKCaHllP1が

フリーメイスンに対して同情的であったのは確かで、前世紀の禁止令の実質的な解除をお

こない、この皇帝の下でフリーメイスンは黄金の時期を迎えることとなる。

ちなみに、当時の皇族の聞にもフリーメイスン組織に属していた例をいくつか見ること

ができるD たとえば、小説の中でたびたび言及されている皐弟 KOHCTaHTHHnaBJlOBHY大公

(1779-1831)がフリーメイスンであったことは確実な事実とされている(2)。

また、皇太后 Map間 φe)lOpOBHaの弟で、当時ロシア宮廷にあった AJleKCaHllPφpHllPHX

BI{)pTeM6eprcKHH侯(177l-1833)も、小説ではわず、かに名前が出てくるだけだが(XI，245)、

ペテルプルグおいて λO)!{aの一つを主宰するほどの熱心なフリーメイスンであった(九しか

し、これらの人々はいずれも既述の口ーゼンクロイツェノレと結びついた口bepとは無関係

であって、小説の中での描写をトルストイは削除している。

12 AooaT Mopuo 

小説 {BOHHaH MHp}の冒頭、 AHHanaBJlOBHa山epepのサロンの場面で、 nbepはイタリ

ア人の a66aTMOPHOを相手に熱心な議論をする (T.1，可.1， III) 0 そして、この人物は、後

にnbepのフリーメイスン入会の際に、その秘密の儀式に立ち会っている (X，81)。これ

らのことから、この方面ではかなりの影響力を有する人物であることがうかがわれる。
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口bepの入会に当っても、生活状況や性格などを予めフリーメイスンの側で綿密に調査し、

その上でO.A.Ea3lteeBが日bepに接近したというのが、裏に隠された実際のシチュエー

ションであったと解釈すべきであろう。長老 O.A.Ea3lteeBと日bepとの出会いはまったく

の偶然ではない。

この氏名 Mopl1oは架空のものだが、モデ、ルの存在が指摘されている(1)。この実在の人物

は、カソリックの僧職にあって、上述の A.4apTopbIHCKI1H公爵と連携して AJleKCaHltP1に大

きな影響を与えたと言われている。小説では、この人物の実際の社会的な役割については、

トルストイは何も触れていない。だが、カソリックという点を考えてみると、 3J1eHが正教

を捨ててカソリックに改宗する場面からもうかがえるように、 19世紀初めの AJleKCaHltP1 

の治下では、上層階級の間ではカソリックの影響は一定段階に達していたと想像されてい

るO そういった要素を考えれば、むしろ Joseph de Maistre (I 754 -1821)の名前を上げ

ないわけにはし功〉ないであろう O この人物は、小説の決定稿では、名前が出てくるだけだ

が (XII，167)、 トルストイはプランの段階では J.de Maistreを大きく取り上げて論じよ

うとの構想、を持っていたようで、 {BOHHa11 Ml1p}構想、の段階において、

MHeHl1e MecTpa， '-ITO KaTOJlI1'-1 [eCKl1e] rocy ltapl1 uapcTByI-OT ltO品山e.

と書きしるしているし、

J [oseph] M [aistre] 

というメモも残っている。

(XIII， 32) 

(XIII， 611) 

J. de Maistreのロシア滞在 (1802-12年)がロシア思想界に及ぽした影響については、

若干の考察があるけれども、いまだ十全とは言えない(九何よりもまず、この人物がフリー

メイスンの大物であった事実の指摘を欠かすことはできないであろう (3)。イタリアの小国

を代表する駐露大使という身分ではなくて、世俗的な仮面の裏に隠れた実像は今日ではあ

る程度明かにされていると言ってよいだろう (4)。トルストイはそのような J.de Maistreの

実像に注目していたことは確かであって、たとえば、刊行されたばかりの J.de Maistreの

著作仰を利用したことが指摘されている (XVI，144)。ところが、トルストイはJ.de 

Maistreの存在をはっきりと意識していたにもかかわらず、結局は小説に組み入れること

を止めてしまったのは何故であろうか。nbepが加入したフリーメイスン組織はローゼンク

ロイツェル系のそれであり、その思想体系の祖述にトルストイの関心が集中していたため、

J. de Maistreの思想の考察をあえて削除したとも考えられる。そのような処置の仕方に、

トルストイの創作意図が濃厚に反映していると考えても、大きな誤りとはならないであろ

つ。

13. モスクワ総督φe江opBacH~beBHq PaCTOnqHH 

(POCTOnqHH)イ自爵 (1763-1828) 

小説 {BOHHa11 Ml1p}の後半のハイライトは、ロシア軍のモスクワ撤退とフランス軍の進

駐、そしてモスクワの大火であろうが、この場面の主人公はモスクワ総督B.φ.PaCTOO'-lI1H 

伯爵である。この時に彼が果たした役割については、 1812年戦役をめぐる数々の史書にお

いて大きく取り扱われているし、何よりもモスクワ大火の責任に対する彼自身の弁明には、
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どの研究者も注目している。しかし、ここでは φ.A.PaCTOnYI1H総替のフリーメイスン対策

に問題をしぼって考えたい。もともと 18世紀以来モスクワは口ーゼンクロイツェル組織の

強固な中心地であって、 H.I1.HOBI1KOB以下の有力なフリーメイスンたちがモスクワを根城

に活動し、上層部にも有力な支持者を持ち、政治的影響力も大きかった。それ故、 1810年

にモスクワ総督に就任した φ.8.PaCTOnYI1H伯爵も、そういったフリーメイスン有力者との

交流に配慮、して、行政の円滑な運営をせざるをえなかった(1)。ところが、プランスとの外交

関係が緊強し、ロシア国内にナショナリズムの雰囲気が充満してくると、もともとフリー

メイスンに強い反感と偏見を有していた φ.8.PaCTOnYI1H伯爵は、ロシア・フリーメイスン

へのイルミナティの影響を指摘して、国家転覆をはかる不穏分子と断定してしまうように

なった。たとえば、ナポレオンのロシア侵入の前年 (1811年)に、 EKaTepl1Ha口aBJIOBHa内

親王に提出したメモが残っているが(2)、そこでは MapTI1HI1CTという語を用いて 18世紀以来

のフリーメイスンたちを弾劾し、それらが反国家的陰謀を企むイ lレミナティと断定してい

る。だが、同時代のフリーメイスンの実態についてはかならずしも完全に把握できていな

かったらしく、長老的存在の O.A.n03.lleeBについて HeKTOn03.lleeBと言ったりしているo

ナポレオンのモスクワ進駐の前夜のモスクワ総督φ.8.PaCTOnYI1H伯爵が、こういった極

端な思い込みに包まれていたことを指摘しておかねばならない。このことが、やがてフリー

メイスンの有力者で H.I1.HOBI1KOBのもっとも親しい友人φe.llOpneTpOBI1Y KJI拍Ya凶B(3)

(1754-1820)の逮捕・追放につながっていくのであるが、小説ではトルストイはこの事件

を正面から取り上げないで、たんなるエピソードとして軽く言及しているだけである (XI，

279)。そのため、この時期の事情にうとい現代の読者は、モスクワ総督の反フリーメイス

ン的態度にはほとんど気付かないままであろう。また、 nbepがφ.8.PaCTOIlYI1H総督に呼び

出されて、フリーメイスンであることの確認を求められる場面についても (XI，295-297)、

現代でも時々実施される行政の予防的処置に似たものとして、さほど注意を払わない。そ

の際、日bepが KJI){)可ap也事件をすぐに連想し、総督の尋問に心理的な動揺を見せると同時

に、かねてから懇意にしている総督とはいえ、彼の偏見を的確に予想して、心理的警戒心

を高めている。

ちなみに、 φ.n.KJI的可ap長Bの子息 AH.llpeH φe.llOpOBI1Yが、 nbepが属したと同じ λo)/(a

H山Y山I1XMaHHblのメンバーであったことが知られているが(4)、この事実は小説とは無関係

であろうか。

14. その他

小説〈日OHHa11 Ml1p)に登場する実在の人物にあって、物語の進行にさほど重要な役割を

担っているわけではなく、たんに背景の中の一つにすぎない扱いを受けている人物が多い。

そのことがこの歴史小説のリアリティをさらに深いものにしているのだが、その中にはフ

リーメイスンである人物が少なからず見受けられる。たとえば、ロシア軍のー隊を指揮す

るAJIeKCaH.llpI1BaHoB附 OCTepMaH-TOJICTOH (1770 -1857)はフリーメイスンとしてカhなり

の高位にあったが(1)、小説では勇敢な武将としての面だけが描かれている。また、ナポレオ

ンの侵入を迎えて、AJIeKCaH.llp1がクレムリンにモスクワの人士を集め団結と支援を訴える
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のを受けて、貴族地主は兵を差し出す。この際に、 MaTBeH AJleKCaH，llpOBHY llMHTpHeB-

MaMOHOB伯爵 (1790-1863) は1個連隊を提供したとあって (T.3， Y. 1， )()(III)、さりげ

ない言及にとどまっている。この人物がモスクワでのフリーメイスン組織に属していたこ

とが知られており、後年、悲劇的な最後を遂げた(2)ことは、トルストイもよく知っていた

はずだが、登場人物としての肉付けは行っていない。

このような扱いを受けている実在の人物は他にも数多い。たとえば、口eTp CTenaHoB附

BaJlyeB伯爵(3)(1743-1814)(1)(， 14，16，20;)(11，89)、lOPHHBJlallHMHpOBHY 1l0JlfOPYKOB 

公爵川(1740-1830) ()(， 14-15， 20)、AJleKCaHllPEOpHCOBHY KypaKHH公爵(5)(1752 -1818) 

()(I， 14-15， 23， 98)、MaTBeH~KOBJleBHY My llpOB(6) (1732 -1809) ()(I， 62)など、いずれ

も18世紀以来のフリーメイスンとしてよく知られ、この面では逸することのできない重要

な名前であるが、後世の読者は何ら注目しない。だが、これらの人々の経歴はトルストイ

の知識の中では生きていたはずであり、これらの固有名詞の提示そのものに、作者はある

意味を持たせていたと考えられる。たとえば、アウステリッツの戦いにおいて、 AHllpeH公

爵と一緒に負傷しフランス軍の捕虜となった中にあって、一人だけ PenHHH公爵の名前が

わざわざ示されている(1)(， 354 -356)。この人は HHKOJlaHrpHfOpbeBHY PenHHH公爵(1778-

1833)とされている (XII，471)。フリーメイスンに加入していたのだが(7)、この事実は小

説 (BOHHaH MHp)の読者には無関係であろうが、トルストイはフリーメイスンであること

を熟知した上で、何気ない仕方でこの人物の名前を出していることを指摘しておきたい。

15. トスルトイとフリーメイスン

トルストイが (BOHHaH MHp)を構想・執筆していた 19世紀の 60年代は、またロシア史

学界においてフリーメイスン研究の出発点でもあったことを忘れてはならなし山)。既述の

11.B.刀onyxHHの手記なども公刊され、ロシア・フリーメイスンの実態が急速に解明されて

いった時期であった。トルストイがこの歴史小説で扱っている 1805-12年とは、復活した

フリーメイスン結社の活動がようやく全盛期を迎えようとしていた時期に他ならなかっ

た。しかるに、トスルトイにとっては、史学的な研究も関連資料もいまだ不完全であり、

自らの手によって 19世紀フリーメイスンを再発見せねばならなかった。すなわち、1866年

11月、トルストイは日CH初日OJlHHaよりモスクワに出て、 PYMHHueB博物館を訪れ、フリー

メイスン関係の資料を閲覧、ひじような感銘を受けている (L)()()(III，129-130) 0 その詳

細は不明だが、後に刊行されたフリーメイスン関係所蔵目録(2)によって、トルストイが目

にしたと思われる資料の大要を知ることができる o O.A. fl031leeB以下の M.lO.

BHeJlbfOpCK凶、 c.c.J1aHcKoHなどのローゼンクロイツェル関係者の演説草稿や書簡が数多
く保存されており、その閲覧が小説 (BOHHaH MHp)の創作過程に強く反映したと想像され

るのであるD

トルストイとフリーメイスンとの関わりについては、別の機会に論ずることとして、こ

こでは BenjaminFrank1inへの関心を指摘するにとどめておく。トルストイは若い頃から

B. Frank1inの倫理的な生活に強く惹かれ、その人格への傾倒が長く続いたことは、よく知

られている。小説 (BOHHaH MHp)にフリーメイスンを登場させたのも、たんに 19世紀初
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頭の社会現象として取り上げたというにとどまらないであろう。アメリカ独立のために活

動した多くの人々がフリーメイスンであり、その中心的人物がB.Franklinであったこと

は(3)、 トルストイとしては熟知していたはずである。

主
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PYCCKHe MaCOHbI B pOMaHe J1.H. TOJICTOrO“80繭HaH MHP"  

1{9曲且3HI{ACAMA 

POMaH J1.H. TOJICTOrO“BoAHa H MHp" (1863-69) onHCWBaeT HCTOpHYeCKHe C06WTHH， 

nOTp兄C山HepyccKoe o6wecTBo 1805-1812 rr.， H BMeCTe C TeM paCCKa3bIBaeT 0 llyweBHbIX 

nepe)f{HBaHH兄XH llyXOBHbIX HCKam間 XpyCCKOH HHTeJIJIHreHI~HH B yCJIOBH兄X3THX HCTOpHYeCKHX 

KOJIJIH3HA. rJIaBHbIA repoA pOMaHa rIbep ne3yxoB， CTpeM兄Cb H36aBHTbc匁 OT CTpallaHHH， B 

KayeCTBe nepBoro山araK 3TOMy 06paLllaeTc只 KlleHTeJIbHOCTH MaCOHOB. B MaCOHCKOM 6paTcTBe 

npOHCXOllHT 3HaYHTeJIbHbIA llyxOBHbIA pOCT rIbepa. 3TOT npouecc兄BJI只eTC兄01lHoAH3 r JIaBHbIX 

ClO)f{eTHbIXλHHHA pOMaHa“BoAHa H MHp." 

Ha HayaJIO XIX BeKa B POCCHH KaK pa3 H npHXOllHTC河口epHOllHaHBblC山eAaKTHBH3aUHH 

lle前回bHOCTHMaCOHOB. MaCOHCTBO 6blJIO He TO品 KOMOllHblM BeHHHeM BpeMeHH， HO H HBHJIOCb 

01lHoA H3 BblCWHX TOYCK pa3BHTH兄 pycCKoA MbICJIH nOCJIe XVIII BeKa. 3TO MHCTHyeCKOe 

TeyeHHe， oco6eHHOCTb KOTOpOro 3aKJIlOyaJIaCb B nOHCKe HHTyHTHBHOA HCTHHbI Ha OCHOBe 

OTKpOBeHH只， XOT兄 HnOpOllHλo MHoro JlO)f{HOrO， CHJIbHO npHT只rHBaJIOpyCCKylO HHTeλλHreHUHlO. 

口pH TpaKTOBKe pOMaHa “BOHHa H MHP" Heλb3兄 HrHopHpOBaTb MaCOHCKHe 3nH301lbI 

pOMaHa. 3aKoHoMepHo， lITO J1.H.To，JICTOA npHJIO)f{HJI HeMaJlO yCHJIHA， CTpeM河Cb onHcaTb 

lleACTBHTeJIbHOe nOJIO')f{eHHe Bell~eA B MaCOHCTBe. 

01lHaKO 110 HaCTOHwero BpeMeHH npH HCCJIe1l0BaHHH pOMaHa“BoAHa H MHp，" MaCOHCTBO 

nOYTH BCerlla paCCMaTpHBaJIOCb KaK 1l0CTaTOYHO BTopOCTeneHHoe 兄BJIeHHe，a nOllyac 江a)f{e

nOJIHOCTblO HCKλ的 YaλC兄 H3可HCλa06もeKTOBHCCJIe1l0BaHH冗. HecMoTp只 HaTO， YTO HaYHHa河 C

CepellHHbI npowJIoro BeKa， KHH)I{Hble nOλKH H306HJIOBaJlH HCTOpi'円eCKHMH HCCJIe1l0BaHH兄MH

MaCOHCTBa， npH H3yYeHHH pOMaHa“BoAHa H MHp，" B KOTOpOM onHCbIBaeTC兄 pyccKoeo6wecTBo 

HayaJIa XIX BeKa， CHJIbHa TeHlleHU附 CBeCTH3JIeMeHT MaCOHCTBa K cyry60 JIHYHOA np06JIeMe 

llyxoBHoro pOCTa r JlaBHOrO ropo只rIbepane3yxoBa. 

11λ兄 Toro， YT06bl BOCnOJIHHTb 3TOT npo6eJI， 0 KOTOpOM Mbl rOBopHλH Bbl山町

npellCTaBJI兄eTC只 Heo6xollHMbIM，日pe)f{lleBcero， BbIHBHTb 06もeKTHBHbleゆaKTHyeCKHeCB兄3HH 

yCTaHoBHTb， KTO H3 nepcoHa)f{eA pOMaHa“BoAHa H MHp" B lleAcTBHTeJIbHOCTH匁BJI冗JIC兄 MaCOHOM.

3TO nOCJly)l{ HT He TOJIbKO KλlO可OMK nOHHMaHHlO KapTHHbl HpaBOB， HO， Bepo只THO，HBHTCH CBoero 

pOlla npellBapHTeJIbHOA pa60ToA，口03BOJI冗lOLlleABbl兄BHTbCOKpbITble Hlle品HbleTe可eHH兄， COllep-

)f{aWHeCH B pOMaHe. 

~3yYeHHe MaCOHCTBa兄BJI兄eTC只 HacyWHoHe 
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